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会  議  録 

会 議 名 第２６期小金井市公民館企画実行委員の会議 第１８回 

事 務 局 公民館貫井南分館 

開 催 日 時 令和４年１月４日（火）午前９時３０分～１０時４０分 

開 催 場 所 学習室Ｂ 

出 席 委 員 
阿部光子委員、今村誠委員、大野芳輝委員、金ヶ江博紀委員 

齊藤美恵子委員、髙橋陽子委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 松本浩明主任、伊藤修主事、永嶋汐美 

傍 聴 の 可 否  可 
傍聴者

数 
 なし 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

 

 

会 議 次 第 １ 公民館貫井南分館受水施設改修工事について 

２ 都公連委員部会第１回研修会に参加して 

３ 第５８回東京都公民館研究大会 課題別集会について 

４ 三者合同研修会について 

５ 令和４年度の講座について 

６ 各講座の報告と計画 

〔報告〕成人学校「革を裁断、縫製、レザークラフト体験 眼

鏡ケース製作」 

〔計画〕成人学校「革を裁断、縫製、レザークラフト体験 眼

鏡ケース製作」、音楽鑑賞のつどい「東京学芸大学ウ

インドアンサンブル」、市民講座（仮称）「いざとい

う時に役立つキャンプ術」 

〔令和４年度〕高齢者学級「けやき学級」 

７ その他 成人学校「ウクレレ入門」自主サークルについ

て 

  

次回の日程 令和４年２月１日（火）午前９時３０分～ 

                     本館学習室 
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審議経過（主な発言要旨等） 

 

１ 公民館貫井南分館受水施設改修工事について  

   昨年１１月１８日開札（一般競争入札）が不調となった後、１２月２３ 

日開札（指名競争入札）で市内業者に落札され、今後関係者とのスケジュー

ル会議を行うこととなる。 

 

２ 都公連委員部会第１回研修会に参加して 

   昨年１２月１５日（水）日野市中央公民館で、テーマ「公民館を育てる仕

組み、支える仕組みを考えてみよう」に松本（職員）と今村委員で参加。講

師は、元小金井市公民館運営審議会委員の菅沼氏。公民館主催事業の企画・

運営方式、小金井市公民館企画実行委員制度の紹介から市民が企画運営に参

画する準備会方式の概要、職員の役割等についての話しを伺った。準備会方

式の話しの中では、企画の段階から市民が参画することで、今まで公民館に

縁のなかった市民の社会参加の窓口となる、また、市民活動をしやすくする

環境づくりに職員の資質が問われるので社会教育主事等の資格をもった熱

意のある職員配置が必要であるとの話しがあった。参加した今村委員は、他

市は小金井市の企画実行委員について、かなり興味を持っていると感じたと

のことであった。 

 

３ 第５８回東京都公民館研究大会 課題別集会について 

昨年１２月２１日（火）午後１時３０分から２時３０分、公民館学習室で

基調講演の収録を行った。テーマは「地域課題解決学習をつくる～市民と職

員をつなぐ対話とは」、講師は田中雅文さん（日本女子大学人間社会学部教

授）。この動画は２月２４日から令和５年１月３１日に都公連ホームページ

で掲載を行う。課題別集会は４つ、第三及び第四は関係者のみで既に終了し

ているが、第一課題別集会は１月２６日（水）午後２時から会場及びオンラ

イン形式により町田市生涯学習センターで、第二課題別は１月２８日（金）

に午後３時から小平市中央公民館においてオンライン参加型で実施される。

申し込みはそれぞれの公民館となる。  

 

４ 三者合同研修会について 

   今年度は緑分館の担当で、２月１５日（火）午後１時３０分から午後３時

３０分まで緑分館で実施予定。テーマは「新型コロナ禍を経て求められる公
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民館の役割」、講師は岩松真紀さん（明治大学非常勤講師）。貫井南分館企画

実行員は全委員の参加となる。  

 

５ 令和４年度の講座について 

   来年度の講座企画案を用意するに当たり、定番企画のほかにウクレレに代

わる楽器関係の講座としてリコーダー、今年度実施のピラティスに代わる運

動系の講座、市民講座では今年度実施の「太宰治を知る」の続編としてヒュ

ーマン特集、座談会等、また講座案作成に重要なキ－ワードとして「少子高

齢化」、「ハラスメント」、「異常気象」、「マイクロプラスチック」等から今後、

それぞれ企画実行委員と職員等で検討していくこととする。  

 

６ 各講座の報告と計画 

【報 告】 

  〇成人学校「革を裁断、縫製、レザークラフト体験 眼鏡ケース製作」 

    昨年１２月１０日（金）午前１０時から正午に実施。定員６人のところ

３３人の応募があった。革生地から好みの色を選び、裁断、縫製、ボタン

の取り付け、イニシャル入れ等２時間の中で、講師の指導のもと順調に行

われた。参加された方は自分だけの作品に満足されていたようであった。 

〔令和３年度〕 

【計 画】 

〇成人学校「革を裁断、縫製、レザークラフト体験 眼鏡ケース製作」 

    １２月１０日（金）午前１０時から正午に実施したが、応募が多かった

ことから再度、３月２９日（火）に実施予定。募集規模は同じとなる。 

  

  〇音楽感想のつどい「東京学芸大学ウインドアンサンブル」 

    実施日を調整のうえ、３月２６日（土）となった。但し、コロナ禍にあ

って練習活動に制限がされていることから、演奏時間を短縮することも考

慮し打ち合わせを行っていくこととなる。 

 

  〇（仮称）市民講座「いざという時に役立つキャンプ術」  

    昨年１２月２８日（火）に講師の飯田弘さん（東京都キャンプ協会元理

事）と打ち合わせを行った。タイトルは「野外活動体験から防災・環境知

識を楽しく学ぶ」とし、火起こし体験や簡単な野外活動を体験することに

より、自然環境や防災意識を楽しく学ぶこととなった。日程は３月２０日

（日）、２７日（日）で座学と実技を行うこととなる。  
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〔令和４年度〕 

〇高齢者学級「けやき学級」 

    カリキュラム、日程案ができ上り、今後、講師に内諾交渉を行っていく。

野外学習は後半の１０月２６日を予定。開催曜日については、松本が担当

するが公民館運営審議会開催曜日と重なることから変更も考えたが、長年

水曜日開催であったことから水曜日は変更しないこととした。また、募集

人数について貫井南分館の考えは、４班各６人ずつとし総員２４人とした

い旨、１月６日の担当者会議に提案する。 

   

４ その他 

  ・成人学校「ウクレレ入門」自主サークルについて  

    １月９日（日）、２３日（日）に自主練習を行い、本格スタートは４月か

らとなる。 

 

次回の日程（予定）２月１日（火）午前９時３０分～  

※貫井南分館は受水施設改修工事で臨時休館となることから本館学習室を予定。 


